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私
に
と
っ
て
書
道
と
は

「
今
の
自
分
」
を
表
現
す
る

も
の
で
す
。
三
年
間
の
集
大

成
と
し
て
「
今
の
自
分
」
を

こ
の
作
品
に
込
め
ま
し
た
。

高
校
生
の
持
つ
フ
レ
ッ
シ
ュ

さ
や
勢
い
を
、
墨
の
潤
渇
で

表
現
し
、
私
が
一
番
好
き
な

「
隷
書
」
と
い
う
書
体
で
魅

せ
る
こ
と
を
心
掛
け
、
そ
の

結
果
、
こ
の
よ
う
な
賞
を
受

賞
で
き
ま
し
た
。
指
導
し
て

く
だ
さ
っ
た
顧
問
の
先
生
、

切
磋
琢
磨
し
合
っ
た
仲
間
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。

（
三
の
十
　
雨
宮
　
有
里
）

【

水

泳

部

】

祝 　

FIN
A

競
泳
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ  

東
京

２
０
１
３　

出
場
！

200
ｍ
平
泳
ぎ　

第
19
位

温
品　

和
（
一
の
八
）

【
サ
ッ
カ
ー
部
】

▼
北
部
地
区
秋
季
大
会

　

１
―
３	

鴻

巣

　

２
―
３	

桶

川

　

１
―
１	

深

谷

【
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
】

祝　

県
大
会
出
場
！

▼
新
人
大
会
北
部
支
部

予
選　
　
　
　

第
２
位

　

88
―
59	

松

山

　

59
―
61	

秩
父
農
工
科
学

　

81
―
108	

東
京
農
業
大
三

【
女
子
バ
レ
ー
部
】

祝　

埼
玉
県
北
部
選

抜
選
出
！

▼
埼
玉
県
北
部
夏
季
技

術
講
習
会　
　

第
５
位

　

２
―
０	

進
修
館

　

２
―
０	

秩
父
農
工
科
学

　

０
―
２	

正
智
深
谷

　

２
―
０	

深
谷
第
一

▼
埼
玉
県
北
部
一
年
生

大
会　

　

２
―
１　

松
山
女
子

　

０
―
２　

正
智
深
谷

▼
第
66
回
全
日
本
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
高
等
学
校
選

手
権
大
会　

北
部
支
部

予
選

　

２
―
１	

深

谷

　

０
―
２	

熊
谷
商
業

埼
玉
県
北
部
選
抜
選
出

大
島　

友
理
香（
二
の
四
）

関
口　

愛
里
（
一
の
十
）

【
男
子
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
部
】

祝　

県
大
会
入
賞
！

▼
新
人
戦
県
大
会

個
人
戦(

ダ
ブ
ル
ス)

第
３
位　

清
水　

勇
希
（
二
の
七
）

白
瀬　

誠
明
（
二
の
六
）

団
体
戦　

ベ
ス
ト
16

【
男
子
硬
式
テ
ニ
ス
部
】

▼
新
人
戦
県
大
会

個
人
戦(

ダ
ブ
ル
ス)

ベ
ス
ト
32　

濱
田　

徹
（
二
の
五
）

佐
藤　

裕
亮
（
二
の
十
一
）

団
体
戦　

ベ
ス
ト
32

▼
埼
玉
県
私
学
テ
ニ
ス

大
会

団
体
戦　

ベ
ス
ト
16

▼
埼
玉
県
一
年
生
大
会

団
体
戦　

ベ
ス
ト
８

【
女
子
陸
上
部
】

祝　

全
国
大
会
出
場
！

▼
日
本
ユ
ー
ス
陸
上
選

手
権

や
り
投　

第
23
位

平
岡	

麻
由
美

　
（
二
の
十
一
）

▼
関
東
高
校
選
抜
新
人

大
会

砲
丸
投　

第
２
位

円
盤
投　

第
３
位

冨
田	

真
波(

二
の
十
）

400
ｍ
Ｈ　

第
６
位　

山
田	

夏
葵
（
一
の
九
）

3000
ｍ　

第
13
位

板
垣	

有
乃
（
二
の
九
）

円
盤
投　

第
21
位

平
岡	

麻
由
美（二

の
十
一
）

▼
県
高
校
新
人
大
会

団
体
総
合　

６
位
入
賞

3000
ｍ　

第
３
位　

板
垣	

有
乃
（
二
の
九
）

3000
ｍ　

第
６
位　

小
池	

優
佳
（
一
の
十
）

400
ｍ
Ｈ　

第
５
位　

山
田	

夏
葵
（
一
の
九
）

砲
丸
投
優
勝
・
円
盤
投

第
２
位

冨
田	

真
波
（
二
の
十
）

円
盤
投　

第
３
位　

平
岡	

麻
由
美（二

の
十
一
）

や
り
投　

第
６
位

山
田	

夏
葵
（
一
の
九
）

４
×
100
ｍ
リ
レ
ー

　

第
８
位

４
×
400
ｍ
リ
レ
ー

　

第
８
位

　
（
山
崎
、冨
田
、田
島
、

　

山
田
）

▼
埼
玉
県
高
校
駅
伝
大
会

総
合　

第
４
位　

１
区　

第
12
位

　
　
　

佐
藤　

真
耶

２
区　

第
２
位

　
　
　

小
池　

優
佳

３
区　

第
６
位

　
　
　

小
林　

弥
生

４
区　

第
７
位

　
　
　

木
下　

礼
菜

５
区　

第
２
位

　
　
　

板
垣　

有
乃

【

柔

道

部

】

祝　

北
部
大
会　

個
人
戦

　

73
㎏
級　

優
勝
！

▼
秋
季
北
部
地
区

　

柔
道
大
会

個
人
戦　

73
㎏
級

優
勝　

川
島　

諒
太
郎

（
二
の
十
一
）

第
３
位　

眞
下　

一
馬

（
二
の
九
）

個
人
戦　

90
㎏
級

第
３
位　

笠
本　

理
功

（
二
の
八
）

個
人
戦　

100
㎏
級

第
３
位　

阿
部　

竜
也

（
一
の
四
）

▼
高
校
柔
道
新
人
戦

（
県
大
会
）

団
体
戦　

ベ
ス
ト
16

【
ラ
ク
ロ
ス
部
】

祝　

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

（
関
東
大
会
）
進
出
！

▼Autum
n	Cup ‚13

　

２
部
リ
ー
グ

　
　

予
選
リ
ー
グ

　

８
―
６	

片

倉

【

科

学

部

】

▼
第
65
回
埼
玉
県
科
学
教

育
振
興
展
覧
会
中
央
展

優
秀
賞　

小
林　

高
也
（
二
の
八
）

優
秀
賞　

共
同
作
品

福
原　

咲
弥
（
二
の
一
）

石
井　

亮
吾
（
二
の
五
）

上
山　

雅
弘
（
二
の
五
）

富
田　

祐
介
（
二
の
五
）

吉
田　

拓
真
（
二
の
五
）

▼
第
２
回
エ
コ
ワ
ン
グ
ラ

ン
プ
リ
出
場
（AEO

N　

毎
日
新
聞
社
）　

研
究
・

専
門
部
門

小
林　

高
也
（
二
の
八
）	

【

写

真

部

】

祝　

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
決

勝
進
出
！

▼
第
20
回
全
国
高
等
学

校
写
真
選
手
権
写
真
甲

子
園
2013　

初
戦
審
査
会

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
決
勝

　

第
５
位
／
154
校
中

【

書

道

部

】

祝　

県
大
会
出
場
決
定
！

▼
第
11
回
和
洋
女
子
大

学
競
書
大
会

特
選

横
田　

菜
緒
（
二
の
六
）

金
子　

由
芽
（
二
の
七
）

▼
第
55
回
大
東
文
化
大

学
全
国
書
道
展

特
選

杉
田　

さ
く
ら（
一
の
十
）

大
堀　

園
加
（
二
の
五
）

横
田　

菜
緒
（
二
の
六
）

▼
第
42
回
私
学
文
化
祭

作
品
展
書
道
部
門　

優
秀
賞　

横
田　

菜
緒
（
二
の
六
）

鏡　

由
紀
乃
（
二
の
一
）

題
字
コ
ン
ク
ー
ル　

最
優
秀
賞　

雨
宮　

有
里
（
三
の
十
）

　先日行われた埼玉県高校駅伝大会において本校女子陸上部が第４位に入賞し、初めての関東高校駅伝
大会に出場した。昨年は第１２位であったが今年は年度当初から努力を続け、大きな躍進を果たした。
各区間の選手に走り終えた感想を聞いた。

ク
ラ
ブ
活
動
報
告

第１区
走者　３―８　

　　　　佐藤　真耶

第２区
走者　１―１０

　　　　小池　優佳

第３区
走者　２―８　

　　　　小林　弥生

第４区
走者　１―１０

　　　　木下　礼菜

第５区
走者　２―９　

　　　　板垣　有乃

 

一
年
生
の
頃
か
ら
目
標

だ
っ
た
関
東
駅
伝
大
会
出

場
へ
の
喜
び
を
胸
に
、
キ

ャ
プ
テ
ン
と
し
て
責
任
を

持
っ
て
走
り
ま
し
た
。

　
陸
上
部
み
ん
な
で
勝
ち

取
っ
た
関
東
大
会
。
チ
ー

ム
に
貢
献
で
き
る
よ
う
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
走

る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
課
題
に
し
て
い
た
、
自

分
の
力
を
出
し
切
る
と
い

う
目
標
を
達
成
し
、
襷
を

次
に
繋
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
や
っ
と
掴
ん
だ
関
東
へ

の
切
符
。
仲
間
と
一
つ
の

襷
を
繋
ぎ
、
チ
ー
ム
に
貢

献
し
た
い
と
い
う
気
持
ち

で
走
り
ま
し
た
。

　
写
真
部
は
今
年
度
十
二
枚
の
作
品
を
展
示

し
ま
し
た
。
写
真
部
内
の
展
示
数
は
年
々
増

え
て
お
り
、
レ
ベ
ル
も
上
が
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
私
た
ち
に
と
っ
て
、
私
学
文
化
祭
は

他
の
学
校
の
作
品
に
触
れ
、
新
た
な
目
標
を

立
て
る
良
い
機
会
で
す
。
個
別
講
評
で
は
他

の
学
校
の
顧
問
の
先
生
に

講
評
を
し
て
い
た
だ
き
、

課
題
も
見
つ
か
り
ま
し
た
。

さ
ら
な
る
進
化
へ
向
け
、

こ
れ
か
ら
も
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
二
の
十
　
清
水
　
祐
甫
）

写
　
真
　
部

　
科
学
部
は
、
二
年
生
の
梶

田
、山
田
、泊
口
の
作
品
「
粉

砕
し
た
石
の
性
質
」
が
佳
作

に
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

来
場
者
の
方
々
に
作
品
を
見

て
い
た
だ
き
、
多
く
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

自
己
を
高
め
る
た
め
の
有
意

義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。

（
二
の
十
一
　
梶
田
　
竜
平
）

科
　
学
　
部

書
　
道
　
部

　
校
外
で
参
加
で
き
る
展

示
会
が
少
な
い
美
術
部
に

と
っ
て
、
私
学
文
化
祭
は

貴
重
な
場
で
す
。
四
月
、

新
入
部
員
が
入
部
す
る
と

同
時
に
私
学
文
化
祭
に
向

け
て
準
備
を
始
め
て
、
き
り
ぐ
る
ま
祭
で
プ
レ

展
示
を
行
い
、
本
番
を
迎
え
ま
す
。
他
の
参
加

校
の
作
品
に
圧
倒
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、
部
員
に
と
っ
て
は
良
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
来
年
に
向
け
て
、
良
い
結
果
が
残

せ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

（
一
の
Ⅰ
三
　
定
方
　
菜
生
）

美
　
術
　
部

ダ
ン
ス
部

題字最優秀作品
　　　３−10

　　雨宮 有里

　１１月３日（日）・１１月４日（月）の２日間、
第 42 回となる私学文化祭が開催された。
参加した各団体に、発表や作品への思い
を聞いた。

　
弱
い
心
に
負
け
な
い
よ

う
、
皆
の
思
い
が
詰
ま
っ

た
襷
を
持
ち
、
一
秒
で
も

速
く
ゴ
ー
ル
へ
と
い
う
気

持
ち
で
走
り
ま
し
た
。

　
私
た
ち
ダ
ン
ス

部
は
私
学
文
化
祭

の
発
表
に
向
け
て
、

「
過
去
の
発
表
を

超
え
る
作
品
」
を

目
標
に
、
観
て
く

だ
さ
る
方
々
に
い

か
に
楽
し
ん
で
も

ら
う
か
、
皆
で
葛

藤
し
な
が
ら
練
習

に
励
み
ま
し
た
。

大
き
な
ス
テ
ー
ジ
に

少
し
緊
張
し
ま
し
た

が
、
全
員
が
一
つ
に

な
っ
て
最
高
の
発

表
が
で
き
ま
し
た
。

お
互
い
に
支
え
合

い
、
高
め
合
え
る

仲
間
が
い
た
か
ら

こ
そ
喜
び
や
緊
張

感
を
味
わ
う
こ
と

が
で
き
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。

(

二
の
五
　

清
水
　
梨
奈)


